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Die "Metamorphose" in der Philosophie Tanabes
(1)
筑摩書店版 ｢田辺元全集』第十四巻の巻頭には､(1)
田辺元が良寛の ｢生涯願立身 騰々任天真 褒中































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(2) F良寛』 (筑摩書房版 F唐木順三全集』第十三巻)I
214京O




































































ル くその5)』 (長野大学紀要第 7巻第 3･4号合
併号)を参照してほしい｡
紬 Fr.Nietzsche,"DerWillezurMacht",Nr.
405.
的 ニ-チェは F悦はしき知識』のアフォリズム番号
377番の文章に於いて次のように言っている｡｢我
々はー一言で言えはー良きヨーロッパ人であるーす
なわちヨーロッパの相続者ー数千年来のヨーロッパ
的精神の豊かにして蓄積のあるtLかしまた手に余
- 16-
るほどの義務も課せられた相続人であるOかかる者
として我々はキリスト教から手におえなし･ほど成長
しキリスト教を嫌悪している｡そしてそれはまさし
くー 我々がキリスト教から成長してきたが故にであ
りー 我々の祖先がキリスト教の仮借のない誠実さを
身につけたキリスト教徒であり一日分の信仰のため
に進んで財産も血もー地位も祖国も犠牲としてきた
が故になのである｡我々も- 同じことをする｡し
かし何のために? 我々の無信仰のためにか? あ
らゆる種類の無信仰のためにか? .いやー我が友よー
諸君はもっとよく承知している! 諸君のうちに隠
された 『然 り』はー諸君が諸君の時代と共にそれに
病むところのすべての 『否』と 『恐らく』以上に強
いのである｣と｡
的 F田辺元全集』第七巻ー29貢以下O
色7)『｢死の哲学｣試考』(F田辺元全集』第十三巻)I
583貢｡
㈹ F生の存在学か死の弁証法か』(F田辺元全集』
第十三巻)ー 559貢｡
